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３
月
議
会
は
３
月
１
日
開
会

し
、
26
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
執
行
部
か
ら
の
報
告
は

５
件
、
議
案
の
提
案
は
平
成

25

年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会

計
予
算
や
条
例
改
正
な
ど

35

件
で
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
山
形
議
員

は
、
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健

康
保
険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医 

     【
山
形
議
員
】
安
倍
自
公
政
権
の

も
と
で
、
戦
後
最
大
の
改
悪
と

い
わ
れ
る
「
生
活
保
護
費
引
き

下
げ
」
が
お
こ
な
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 

生
活
保
護
基
準
は
、
働
く

人
々
の
最
低
賃
金
の
基
準
で
も

あ
り
、
住
民
税
の
非
課
税
基
準
、

就
学
援
助
制
度
等
の
基
準
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
活
保
護
基
準
を
引
き
下
げ

る
こ
と
は
、
子
ど
も
か
ら
現
役

労
働
者
、
高
齢
者
ま
で
、
ひ
た

ち
な
か
市
民
を
支
え
る
様
々
な

制
度
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

し
ま
い
ま
す
。 

 

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
も
、
ま
た
病
気
や
障
害
で
働

け
な
く
な
っ
た
り
、
失
業
な
ど

で
生
活
に
困
窮
し
た
人
が
、
安

心
し
て
生
活
保
護
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
ひ
た
ち
な
か
市
と

し
て
反
対
を
表
明
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

【
市
長
答
弁
】
い
ず
れ
に
し
て
も

非
常
に
影
響
の
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
今
後
、
経
済
・
社
会
状

況
が
変
わ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
の
で
慎
重
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

療
事
業
・
介
護
保
険
事
業
の
特

別
会
計
予
算
、
公
共
施
設
地
域

運
営
の
条
例
改
定
、
常
陸
那
珂

港
開
発
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
、

合
わ
せ
て
８
件
の
議
案
に
反
対

し
、
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

他
の
議
員
は
す
べ
て
の
議
案

に
賛
成
し
て
い
ま
す
。 

 

一
般
質
問
で
は
「
生
活
保
護

費
の
引
き
下
げ
と
そ
の
影
響
に 

     【
山
形
議
員
】
本
来
、
国
は
不
安

定
な
雇
用
や
低
い
賃
金
、
少
な

い
年
金
な
ど
に
つ
い
て
急
い
で

改
善
し
、
医
療
や
介
護
の
負
担

を
軽
く
す
る
こ
と
を
一
番
に
す

す
め
る
べ
き
で
す
。 

 

平
成

18
年
に
今
回
の
よ
う

な
生
活
保
護
大
改
悪
案
が
提
起

さ
れ
た
際
に
、
多
く
の
自
治
体

か
ら
反
対
の
意
見
が
殺
到
し
断

念
に
追
い
こ
ま
れ
ま
し
た
。
首

長
の
意
見
は
大
事
で
す
。
今
回

も
ま
た
憲
法

25
条
を
守
る
た
め 

      

こ
れ
ま
で
市
は
「
適
切
な
対

応
を
国
や
県
に
求
め
て
ま
い
り

ま
す
」「
県
や
ひ
た
ち
な
か
市
医

師
会
か
ら
も
甲
状
腺
の
検
査
は

必
要
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

と
の
答
弁
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。 

 

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

市
独
自
の
判
断
を
す
べ
き
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

放
射
線
量
は
低
け
れ
ば
低
い

ほ
ど
い
い
と
い
う
の
が
常
識
で 

つ
い
て
」「
東
海
原
発
事
故
の

原
子
力
災
害
対
策
計
画
・
避

難
計
画
は
た
て
ら
れ
る
の
か
」

「
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
、
子

ど
も
の
甲
状
腺
検
査
の
実
施

を
求
め
る
」
の
３
項
目
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
一
般
質
問
者
は
５

人
で
し
た
。 

      

に
大
い
に
力
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

  

影
響
す
る
制
度 
 

最
低
賃
金
、
就
学
援
助
制
度
、

市
営
住
宅
の
家
賃
、
国
民
健

康
保
険
一
部
負
担
金
の
減
免

措
置
、
保
育
料
の
減
免
、
国

保
・
医
療
・
介
護
・
年
金
の

様
々
な
減
免
措
置
な
ど
、
合

わ
せ
て
約

40
項
目
に
及
ぶ
。 

      

す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
広
島
・
長
崎

の
被
爆
調
査
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
後
の
健
康
被
害
調
査
も

充
分
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
被

爆
に
関
し
て
は
「
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
」
と
い
う
の
が
今
日
の

正
し
い
見
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
高

い
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
除
染

を
お
こ
な
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
子

ど
も
の
健
康
に
不
安
を
持
つ
の
は

当
然
で
す
。 

     【
山
形
議
員
】
国
の
「
原
子
力
防

災
指
針
」
に
基
づ
い
て
原
発
周
辺

の
自
治
体
は
、
３
月

18
日
ま
で

に
「
地
域
防
災
計
画
・
原
子
力
災

害
対
策
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

国
の
指
針
に
基
づ
い
て
改
定
さ

れ
た
県
の
防
災
指
針
で
は
、
東
海

第
二
原
発
で
過
酷
事
故
が
起
き
た

場
合
に
、
５
キ
ロ
以
内
の
「
即
時

防
護
実
施
区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
」
の

住
民
は
、
放
射
性
物
質
放
出
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
即
時
避
難
。
本

市
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
「
防
護

準
備
重
点
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
」
と

さ
れ
る
５
～

30
キ
ロ
圏
内
で
す

が
、
こ
こ
で
は
放
射
線
量
が
毎
時

５
０
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

超
え
た
場
合
は
即
時
避
難
、

20

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た

場
合
は
、
１
週
間
ほ
ど
か
け
て
段

階
的
に
避
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

20
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
ｈ 

      

予
防
の
た
め
に
定
期
的
に
検

査
を
受
け
さ
せ
た
い
思
う
母
親
も

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
の
甲
状
腺
検
査
を
強
く
求
め

ま
す
。 

【
答
弁
】
本
市
は
放
射
線
被
ば
く

量
が
最
大
で

10
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

と
低
い
。
専
門
家
も
今
の
と
こ
ろ

検
査
の
必
要
性
は
な
い
と
い
う
結

論
で
あ
る
。 

  

     

で
自
宅
待
機
と
い
う
基
準
で
は
、

健
康
が
守
れ
な
い
と
す
る
科
学
者

も
多
く
い
ま
す
。 

 

東
海
原
発
の
過
酷
事
故
に
対
し

て
、
市
民
が
安
全
に
避
難
し
、
そ

の
後
も
こ
れ
ま
で
営
ん
で
き
た
生

活
が
継
続
で
き
る
よ
う
な
原
子
力

災
害
対
策
計
画
・
原
子
力
防
災
指

針
で
な
け
れ
ば
、
市
民
の
納
得
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
要
援
護
者
を
含

む
す
べ
て
の
市
民
が
安
全
に
避
難

が
で
き
る
計
画
は
作
れ
ま
す
か
。 

【
答
弁
】
自
主
避
難
を
す
る
住
民

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
段
階

的
な
避
難
は
現
実
的
に
は
困
難
で

あ
る
。 

【
市
長
答
弁
】
福
島
原
発
周
辺
の

状
況
を
見
て
き
た
が
、
市
近
隣
の

こ
れ
だ
け
の
人
口
密
集
・
産
業
集 

積
が
あ
る
中
で
、
あ
ま
り

に
も
影
響
が
大
き
す
ぎ
る

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

避
難
計
画
が
で
き
る
で
き 

  

甲
状
腺
検
査 

を
実
施
、
ま
た 

は
計
画
し
て
い 

る
自
治
体 

---------- 

東
海
村
、
北
茨
城
市
、
高

萩
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、

常
総
市
、
龍
ヶ
崎
市 

     

     

な
い
と
い
う
問
題
以
前
に
、
東
海

原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
は
独
自
に

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。 

------------------ 

 

30
キ
ロ
圏
内
に
約
１
０
０
万

人
が
住
む
東
海
原
発
（
左
図
参 

     

「
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
を
め

ざ
す
県
民
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
東

海
第
二
原
発
の
廃
炉
を
求
め
て 

県
知
事
宛
の
署
名
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。 

 

現
在
ま
で
に

29
万
６
７
３
７

筆
を
超
え
る
署
名
が
集
ま
り
、
４

月

17
日
橋
本
知
事
に
提
出
し
ま

し
た
。 

                    

 

照
）
。 

 

本
間
市
長
は
、
「
再
稼
働
の
有

無
に
つ
い
て
近
隣
市
町
村
も
意
見

が
言
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
が
最
優
先
の
課
題
だ
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

 

再
稼
働
は
市
民
の
暮
ら
し
・
健

康
を
守
る
立
場
か
ら
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
本
間
市
長
の
姿
勢
が
伺

え
ま
し
た
。 

      

懇
談
の
中
で
橋
本
知
事
は
、「
私

は
減
原
発
の
考
え
」
、「
新
し
い
基

準
に
基
づ
い
て
、
国
が
判
断
す
る
。

そ
の
う
え
で
決
め
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。 

    

＜達絡先＞ 
ひたちなか市高野 536-5 
電話：029-285-3774（自宅） 
携帯：090-2528-6163 

 yamagatayumiko＠ybb.ne.jp

生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ
は 

く
ら
し
の
様
々
な
制
度
に
影
響

子
ど
も
の
甲
状
腺
検
査 

ま
ず
市
独
自
に
実
施
を

！ 東
海
原
発
事
故
の
避
難
計
画
は 

「
困 

難
」
と 

市 

質問１

質問２

質問３

東
海
原
発
廃
炉
署
名 

 
 

29
万
筆
超
え
る 

※
東
海
第
２
原
発
か
ら
半
径

30
㌔
圏
に
含
ま
れ
る
各
自
治
体
の
人
数 

（
原
子
力
規
制
庁
が
２
０
０
５
年
の
国
勢
調
査
を
も
と
に
し
た
資
料
か
ら
） 
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    ------------------------ 

一
般
会
計
予
算 

------------------------ 
 

本
年
度
予
算
は
４
９
４
億
５

千
万
円
で
す
。
歳
入
の
法
人
市
民

税
で
は
、
国
の
景
気
対
策
の
名
の

も
と
に
実
効
税
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
本
来
歳
入
と
な
る
べ
き
額

の
約
２
割
が
減
収
。
ま
た
法
人
の

固
定
資
産
課
税
免
除
の
制
度
が

適
用
さ
れ
、
平
成

25
年
度
は
約

３
億
４
千
万
円
の
減
収
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
減
収
分
は
震

災
復
興
特
別
交
付
金
で
補
て
ん

す
る
と
国
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、

財
源
は
平
成

26
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
住
民
税
の
値
上
げ
で
す
。 

 

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
は

平
成

24
年
度
ま
で
で
、平
成

25

年
度
は
約
２
億
５
千
万
円
も
削

減
さ
れ
ま
し
た
。
新
卒
未
就
職
者

の
支
援
事
業
も
中
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。
基
金
を
使
っ
て
で
も
新

た
に
社
会
に
ス
タ
ー
ト
す
る
子
ど

も
た
ち
の
支
援
を
お
こ
な
う
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。 

                

     

ま
た
政
府
は
、
生
活
保
護
費
の

う
ち
生
活
費
に
あ
た
る
生
活
扶

助
費
を
、
今
年
８
月
か
ら
３
年
連

続
で
、
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

96
％
の
生

活
保
護
世
帯
が
影
響
を
受
け
ま

す
。 

 

こ
れ
ら
は
国
の
悪
政
に
よ
る
影

響
で
す
が
、
本
市
の
税
収
の
減

少
、
住
民
税
の
値
上
げ
、
雇
用
の

悪
化
を
つ
く
り
だ
し
、
最
低
限
度

の
生
活
の
保
障
を
後
退
さ
せ
る

予
算
案
と
な
っ
て
お
り
反
対
を
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 
こ
れ
ま
で
多
額
の
負
担
金
を

支
出
し
て
す
す
め
て
き
た
那
珂
川

沿
岸
地
区
国
営
土
地
改
良
事
業
、

常
陸
那
珂
港
湾
建
設
は
、
負
担
す

る
市
民
の
税
金
が
多
額
で
あ
り
、

ま
た
計
画
当
初
の
人
口
予
測
・
経

済
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
事
業
を
中
止
し
見
直

し
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 

原
子
力
施
設
見
学
会
事
業
は
、

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
原
子 

                

力
発
電
の
安
全
神
話
が
崩
れ
ま

し
た
。
事
業
は
中
止
す
べ
き
で
す
。 

 

教
育
予
算
に
つ
い
て
、
施
設
整

備
、
ト
イ
レ
の
改
修
、
備
品
の
充 

実
や
図
書
室
の
環
境
整
備
が
た

い
へ
ん
遅
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
育
ち
に
応
じ
た
教
育
環
境

の
整
備
を
何
よ
り
優
先
し
て
行

う
べ
き
で
あ
り
努
力
を
求
め
ま

す
。 

 ------------------------ 

公
共
施
設
の
地
域
運
営 

------------------------ 
 

平
成

25
年
度
は
大
島
コ
ミ
セ

ン
、
田
彦
公
民
館
、
平
磯
、
湊
ふ

れ
あ
い
館
、
那
珂
湊
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
が
地
域
運
営
と
な
り
ま

す
。 

 

地
域
の
方
々
の
ご
努
力
に
は

敬
意
を
表
し
ま
す
が
、
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
す
す
め
る
市
の

責
任
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
社
会
教
育
・
生
涯
学

習
な
ど
を
提
供
す
る
大
き
な
役
割

も
あ
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

後
退
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
施
設
の
地
域
運
営
に
は
反
対

で
す
。 

                

                                          

                                          

                                          

                                        

平
成
25
年
度
予
算
に
対
す
る 

 

山
形
議
員
の
反
対
討
論
（要
約
） 

アベノミクスで暮らしは良くなるの？
 安倍首相は「アベノミクス」を３本の矢と表現。みせかけの「景気上向き」で消費税
大増税を来年４月から実施しようとしています。 
 消費税が10％になれば、サラリーマン家庭で年間31万円が新たな負担増になります。
これは、家計消費と内需を直撃し地域経済にも企業経営にも、また市の財政にも大きな
打撃となります。今からでも、消費税の増税実施を中止させましょう。 

「市民のいのち・くらしを守る」市政を！ 
―― 平成25年度予算 決まる ―― 

★医療福祉費（マル福）が前進 

・入院の医療費無料化を中学校３年生 

まで拡大（所得制限あり） 

・外来の医療費無料化を小学校６年生 

まで拡大（所得制限あり） 
 

★乳がん検診の年齢制限の廃止 

・希望者全員受けることがでる 
 

★65歳以上の肺炎球菌ワクチン 

・接種費用を1回のみ助成（2,500円） 

今年度の主な事業 
★学校の建て替え工事 
・体育館：田彦小・那珂湊第三小・大島中 

・校 舎：那珂湊中 

★学校の耐震補強工事 
・体育館：中根小、勝倉小、三反田小、枝川小

市毛小、佐野小、堀口小、高野小 

・校 舎：那珂湊第一小 

★教育委員会分庁舎の立替え工事 
・２年間の工事。場所は本庁舎裏 

★介護保険事業施設整備 
・社会福祉法人による「広域型特別養護老人 

ホーム（定員70人）」が年度末に完成予定 

・地域密着型特別養護老人ホーム（定員29名 

以下）について年度内に業者選定 

★市毛の勝田台住宅地 
・盛土地盤滑落防止工事に着手 

★水道施設の整備 
・震災時に長期にわたる断水の原因となった 

上坪浄水場整備のための基本設計に着手 

・那珂湊地区の浄水・配水機能を、耐震性の 

高い上ヶ砂配水場に集約 

★ごみ減量化のとりくみ 
・ごみの新たな削減目標をたて、より一層のご 

み減量化に取り組む方針 

山形議員の議会報告や、みなさんからの要望、

意見などを伺います。お気軽にご参加ください。

６月１５日（土） 
午後 2 時～4 時 

【会場】ひたちなか市文化会館 

大小練習室（２階） 

市政懇談会 


